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大震災被災地の仮設住宅に
「愛と平和のちひろカレンダー」を贈ろう
Ｒｉｎｇ！　Ｌｉｎｋ！　Ｚｅｒｏ実行委員会

2011年もあと残すところわずかとなりました。
東日本大震災と福島第１原発事故から9カ月。いま被災地は厳しい冬を迎えようとしています。
全国のさまざまな団体が被災地への支援活動を継続しています。先日、秋田県原水協が年金者組合とともに岩手県の仮設住宅を訪ね、「2012年版いわさきちひろカレンダー」1箱（25本）をプレゼントしたところ、「わあ、きれいな絵だこと」「部屋が明るくなるわ」の喜びの声とともに、わずか30秒たらずでなくなりました。
ちひろカレンダーは1975年（76年版）から、「被爆者援護・連帯」をかかげて発行され、「子どもたちに核兵器のない平和な未来を」と、この36年間、多くの人に親しまれ続けてきました。
　Ｒｉｎｇ！　Ｌｉｎｋ！　Ｚｅｒｏ実行委員会は、被災地への思いをこめて、「愛と平和のちひろカレンダー」を仮設住宅に贈る運動にとりくんでいます。
　一口1,000円の募金をよびかけます。集まった募金で「ちひろカレンダー」を購入し、Ｒｉｎｇ！　Ｌｉｎｋ！　Ｚｅｒｏ実行委員会として、被災地の仮設住宅にプレゼントします。その都度、1箱（25本）単位で被災地に発送します。キャンペーンの期間は、2012年1月15日までです。（発送は日本原水協の協力を得て行います）
　趣旨に賛同される方は、以下の郵便振替口座に、口数を明記して募金をお送り下さい。（郵便振替の「控え」を領収書に換えさせて頂きます。）
団体一口：3,000円、個人一口：1,000円　　〆切1/15
　■郵便振替
中央労働金庫　本店営業部
普通　３３７１２７７
名義　リング・リンク・ゼロ実行委員会代表　田中　悠（たなか　ゆう）

【取り扱い】Ｒｉｎｇ！　Ｌｉｎｋ！　Ｚｅｒｏ実行委員会は、毎年８月に広島、長崎で開催される原水爆禁止世界大会の協賛行事として開催する「Ｒｉｎｇ！　Ｌｉｎｋ！　Ｚｅｒｏ」の集会実行委員会です。全国労働組合総連合青年部、全日本学生自治会総連合、日本のうたごえ全国協議会青年学部、全日本民主医療機関連合会、日本民主青年同盟中央委員会、日本平和委員会、全国商工団体連合会青年部協議会、日本自治体労働組合総連合青年部、全日本教職員組合青年部、日本国家公務員労働組合青年協議会、建交労全国青年部、日本医療労働組合連合会青年協議会、農民連青年部、全視協青年学生部で構成しています。
（問合せ先：全労連青年部　五十嵐　電話０３－５８４２－５６１１）
『原発ゼロの日本をプレゼント！12・23クリスマスパレード』（中央青学連主催）が23日、渋谷ＮＨＫ前で行われ、インターネットで脱原発デモのスケジュールを調べ、ツイッターで知って来たという人も含め、約40人以上が参加しました。


集会後行ったパレードでは、「きちんと事実を知らせてほしい」「原発ゼロを子どもたちにプレゼントしよう」と呼びかけや、「学童保育で働く立場として子どもの未来を守りたい」などマイ訴えをしながら渋谷の街を歩きました。


また、この取り組みは全国にも呼び掛けられ、23日には「原発のない未来をプレゼント！」と青森で70人、神奈川で75人、長野で26人など全国でパレードがおこなわれ、愛媛では、宣伝もおこなわれました。青森動画はこちら→�HYPERLINK "http://yori1335.blog89.fc2.com/blog-entry-32.html"�http://yori1335.blog89.fc2.com/blog-entry-32.html�





12/22青年大集会実行委員会は、ソニー本社前宣伝行動を行いました。


行動では、ソニー労組仙台市部から3名の青年が参加し、「『子どもがクリスマスにゲーム機が欲しいと言っているのに買ってあげられない自分が悔しい』と仲間が泣いている」「自分たちの生活を守るためだけではなく、日本社会全体の問題。大震災で仕事まで奪うような在り方に未来はない」との訴えに、本社勤務の労働者の


方々も次々とビラを受け取りました。


宣伝後の27日の団体交渉では、ソニーは、組合側に対し、期間社員の年末での雇用打ち切りに同意するか、生活不可能な大幅賃下げに応じるかを迫る不当な提案を行っていました。これまでの賃金


18万6,000円を12万円（手取り8万円程度）に35％以上カットする提案に対し、組合側は、会社の提示条件では生活保護基準より低くなる人もいるとして、「話し合いの土台を崩す理由のない不利益変更は認められない」と強く抗議し、交渉が緊迫していました。


交渉の結果、来年１月末まで賃金などの条


件を維持したまま期間社員の雇用を延長することで合意し、年を越して雇用継続と正社員化の協議を続けることになりました。賃金カットの提案を押し返し、雇用延長を勝ち取った重要な成果だと組合員のあいだで喜びが広がっています。





東京都原爆被害者団体協議会（東友会）事務局次長の仲伏幸子さんからは、当時５歳のとき広島で被爆し、原爆投下時の様子やその後の生活について、副会長の山本英典さんからは、被爆者の運動や歴史などを話していただきました。


「被爆体験を話すことは、その時を思い出さなくてはならないツラい作業だが、被爆の生き証人として、後世に伝えることは責務」と話す仲伏さんは、「次の時代を担うみなさんが私たちのなし得なかった核兵器廃絶に向かっていってほしい」、山本さんは「青年には、様々ことに自分の目で、足で確かめることを習慣づけてほしい。」と話しました。








RLZ総会の前段で行った宣伝行動では、13名が参加し「核兵器全面禁止を求めるアピール署名」に加え、クリスマスツリーに飾る一言メッセージ、「核兵器は必要だとお思いますか」「核兵器はなくせると思いますか」というシール投票を行いました。


約40分の宣伝で署名は22筆、一言カードは19名、シール投票は29名が協力してくれました。


シール投票を切っ掛けに話しをすると、高校生はもじもじしながら、「核兵器は必要ない」にシールを張りながら「核兵器はなくせない」にシール。「なくすために署名をしているんだよ」と話すと署名に協力をしてくれました。








『Ｒｉｎｇ！Ｌｉｎｋ！Ｚｅｒｏ実行委員会』は12/21総会を開催。総会前には、「被爆者の話を聞く会」と「アピール署名」宣伝行動を行いました。


総会では、はじめに日本原水協の佐竹事務局次長より情勢報告、2010年のNPT再検討会議以降の国内外の変化を紹介し、今年の国連総会でのマレーシア等の「核兵器禁止条約の交渉開始を求める」提案が、賛成130･反対26･棄権23と圧倒的な支持で採択されたことを強調しました。ほんの一部の核保有国が決断をすれば核兵器全面禁止条約の交渉開始はすぐにでも可能であることを示しているとし、「人々の行動が変化を作る、アラブの春、オキュパイなどに連帯をしよう」と呼びかけました。


続いて、方針の提案と全体討論では、2012年は、4月～5月のNPT再検討会議第1回準備委員会（ウィーン）、中東非核兵器地帯会議、秋の国連総会などを展望し、核兵器のない世界の実現をめざす世界の反核平和運動が広範な国々の政府や公的機関などを動かす新たな攻勢の年になろうとしていることを改めて確認。草の根の反核平和運動を発展させ、2012年を核兵器全面禁止へと足を踏み出させる年とするため、原水爆禁止2012年世界大会in広島に合わせて青年企画を開催することを中心に、青年のネットワークづくりや、被爆体験の継承と発信などの取り組みを進めていこうと意思統一しました（方針は下記資料参照）。


また、『大震災被災地の仮設住宅に「愛と平和のちひろカレンダー」を贈ろう』という取り組みを行うことを確認しました。是非、ご協力をお願いします（別紙：チラシ）。








（１）原水爆禁止2012年世界大会－広島にあわせて青年企画を開催する


「どうしたら核兵器のない世界はつくれるのか」「平和のために自分に何ができるのか」と模索する多くの青年が、「反核」という生き方と出会い、ともに力をあわせれば核兵器廃絶はできるという展望をつかむためにも、2012年度の青年企画は大きな役割を持っています。この企画の成功と、そこに向かう青年の運動の前進に、RLZ実行委員会として力を尽くします。また、青年分科会成功のためにも協力をしていきます。





（２）核兵器廃絶をめざす青年の連帯をつくり、世論と運動をひろげる


「2012年のふさわしい時期に実行委員会としてのプレ企画を開催したらどうか」「NPT再検討会議第1回準備委員会に向けて世界の青年が集う会議に参加してはどうか」「日米地位協定の改定に向けて運動している青年の話を聞く会をやってほしい」などの積極的提案を参考にしつつ、企画や運動の具体化をはかっていきます。


被爆体験の継承と発信を重視し、被爆者訪問や体験の聞き取り、「被爆体験を聞く会」の開催などにとりくみます。


３・１ビキニデー、国民平和大行進、原水爆禁止世界大会などの運動へ、積極的に青年の参加を促し、その成功へ力をあわせます。また、日本原水協が2011年2月に提案した新しい署名にとりくみ、県・地域の署名活動を励ましていきます。


３・１ビキニデーについては、現地の青年の要請に応じて、適切なかたちで関わります。


様々な団体・個人が共同し、各県・各地域で「戦争も核兵器もない世界」をめざす青年のネットワークづくりがひろがるよう力をつくします。












